
 

 

 

２０１１年１１月９日 

 

産業革新機構、アルツハイマー型認知症向け根本治療薬の開発を目指す 
～ アーリーステージ・創薬ベンチャーへの投資 ～ 

 
 

 株式会社産業革新機構(以下「ＩＮＣＪ」)は、株式会社ファルマエイト（以

下「ファルマエイト」）の第三者割当増資を引受け、前臨床試験等の医薬品開

発の初期段階に必要な資金（5.5 億円）への投資を決定、実行いたしました。

ファルマエイトは、アルツハイマー型認知症の根本治療薬の開発を目指して

いる京都大学発の創薬ベンチャー企業です。アルツハイマー型認知症は、高齢

化社会においては極めて医療ニーズの高い疾患であり、対症療法から脱した根

本治療薬の開発が世界的に求められています。ファルマエイトは、独立行政法

人理化学研究所（以下「理研」）と共同研究を行うことにより、理研創薬・医療

技術基盤プログラムの支援及び理研の最先端技術を利用するとともに、アルツハ

イマー研究の最先端の知見も活用して、当該薬の開発を行っていく予定です。 

ＩＮＣＪは、本投資を通じて、前臨床試験等の医薬品開発の初期段階に必要

な資金を供給するとともに、開発計画策定、知的財産の集約と強化、研究から

ビジネスへの移行のための開発体制の構築を支援します。さらに、これにより

生まれる、信頼性のあるデータと知的財産の活用によって、製薬企業への円滑

な橋渡しを目指し、国内アカデミア発ベンチャー企業と製薬企業間の医薬品開

発におけるオープンイノベーションを推進します。 

 

今般、株式会社産業革新機構（以下「ＩＮＣＪ」）（東京都千代田区丸の内、代

表取締役社長 能見公一）は、株式会社ファルマエイト（以下「ファルマエイト」）

（京都府京都市上京区）の第三者割当増資を引受け、今後の前臨床試験等の医薬

品開発の初期段階に必要な資金として 5.5 億円の投資を行うことを決定、実行し

ました。ファルマエイトは、京都大学発の創薬ベンチャー企業であり、以前アル

ツハイマー型認知症治療薬であるアリセプトの開発に携わった、杉本八郎氏らが

株式会社ケムジェネシス（東京工業大学発ベンチャー）等の協力を得て開発して

きた化合物により、アルツハイマー型認知症の根本治療薬の開発を目指していま

す。アルツハイマー型認知症は、高齢化社会においては極めて医療ニーズの高い

疾患であり、対症療法から脱した根本治療薬の開発が世界的に求められています。 

ファルマエイトは、独立行政法人理化学研究所（以下「理研」）と 2010 年７月

より共同研究体制を構築しており、理研創薬・医療技術基盤プログラム（※）か



らのサポートを得つつ理研の最先端技術を利用するとともに、アルツハイマー型

認知症の研究における最先端の知見も活用して、アルツハイマー型認知症の根本

治療薬の開発を行っていく予定です。 

 

※ 理研創薬・医療技術基盤プログラム 

基礎研究から生まれるシーズを、製薬企業における創薬プロセスや医療の現場

で実際に活用される技術に最適化を図り、最終的には企業や医療機関にアライア

ンスすることを目指すプログラム。 

 

ＩＮＣＪは、本事業に対する投資検討にあたっては、アカデミア発のアーリー

ステージベンチャーが研究からビジネスに移行するために必要と考えられる支援

を行ってきました。具体的には、大手製薬企業における医薬品開発経験者等の外

部有識者及び理研とともに、橋渡し先の製薬企業にとって魅力あるデータパッケ

ージづくりのための開発計画策定や知的財産の集約・強化のための支援を行って

きました。また、研究からビジネス中心に移行するための開発体制の構築も支援

してまいりました。 

ＩＮＣＪは、本投資を通じて、アルツハイマー型認知症の根本治療薬の開発に

係る前臨床試験等に必要な資金を供給するとともに、開発計画の策定、知的財産

権の集約と強化、研究からビジネスへの移行のための開発体制の構築を支援しま

す。さらに、これにより生まれる、信頼性のあるデータと知的財産の活用によっ

て、製薬企業へのシーズの円滑な橋渡しを目指し、国内アカデミア発ベンチャー

企業と製薬企業間の医薬品開発におけるオープンイノベーションを推進します。 

 

 

 

  



株式会社ファルマエイトについて 
株式会社ファルマエイトは、２００４年８月に、天然資源を素材として医薬品

のシーズを探索し、そのシーズから創薬につなげる架け橋となり、世界の多くの

人の「健康」を保証する新薬の創出を目指すために設立されました。 
アルツハイマー型認知症の根本治療薬を開発することで、アルツハイマー型認

知症に苦しむ患者とその家族を一日も早く救うことを目標としています。 
・設 立 ：２００４年８月６日 
・所在地 ：京都府京都市上京区御車道通清和院口上る東側梶井町 448 番地 5 

 クリエイション・コア京都御車 307 号室 

・代 表 ：取締役会長 杉本八郎、代表取締役 宗像敬一 

 
アルツハイマー型認知症について 

認知症をきたす疾患の中では一番患者数が多い不可逆的な進行性の脳疾患です。

症状としては、記憶力、推論能力、思考の過程が徐々に低下し、場合によっては、

簡単な行動さえもできなくなります。原因は未だはっきりしておらず、治療法とし

ても対症療法しかありません。世界的に患者数は増加している状況にあり、アルツ

ハイマー型認知症は患者本人だけでなく、家族や社会にも大きな影響を与えていま

す。 

 
 
株式会社産業革新機構（ＩＮＣＪ）について 

ＩＮＣＪは、２００９年７月にオープンイノベーションの推進を通じた次世代

産業の育成を目指して、法律に基づき設立された会社です。総額約９０００億円

の投資能力を有しており、革新性を有する事業に対し出資等を行うことで産業革

新を支援することをミッションとしています。 
ＩＮＣＪは、投資・技術・経営等で多様な経験をもつ民間人材によって運営さ

れており、法令に基づき、当社内に設置している産業革新委員会にて、政府の定

める支援基準に従って投資の可否の判断を行い、日本の産業革新に資する投資を

実施いたします。           
ＩＮＣＪでは、これまでに合計１８件・総額約３，２００億円の投資決定を発

表しました。当面、環境エネルギーにも関連するエレクトロニクスやＩＴの分野、

バイオ・ライフサイエンス分野、水ビジネス等インフラ関連分野などにおいて、

知財ファンドによる先端的な基礎技術の事業展開、ベンチャー企業等の事業拡大、

技術等を核とした事業の再編・統合、海外企業の買収等による積極的な海外展開

などに対してハンズオン投資を行ってまいります。 

 



                      
 

 

 

（本発表資料のお問い合わせ先） 

 （株）産業革新機構 企画調整室 檜山・小林・望月 

  東京都千代田区丸の内１－６－５丸の内北口ビル２１・２２階 

  電 話：０３－５２１８－７２００（大代表） 


	Beeリリース1111108提出

